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第４回販売実務科部会（R2.1.28）における委員意見要旨 

 

会議次第 ２（２）各委員意見聴取・意見交換 

 
（注意） 

○ 下は、会議における発言順（時系列）ではなく、意見があった事項・意見交換した事項について、 

資料２「販売実務科の今後の方向性（案）」の１ページ目から順に記載している。 

委員 ・２ページの（果たすべき機能）に※を２つ追加することは良いと考える。ただ、記載の表

現に関して、※の末尾に「必要がある。」と記載があるが、これは不要ではないか。 

・またこの※に記載の内容は重要なので実行段階では計画的に実施されることを期待する。 

→事務局と委員で修正案を検討 

委員 ・２ページの変更後の①に「職業訓練の趣旨や内容を理解し」とある。修正案自体は良いと

思うが、これをうまく運用するためには入校前に、校の様子や訓練内容、カリキュラム等

について教育相談や見学等により、入校検討者に十分周知することが重要と考える。この

ため、科の周知策は「４」に記載があるが、この観点からも、２ページの部分にも、入校

検討者に対する科の内容を十分周知していく旨を記載した方が良いと思う。 

→事務局と委員で修正案を検討 

委員 ・２ページの変更後の（注）について、（ ）の中の「就労移行支援事業」と「就労定着支援

事業」はその内容に照らすと、（ ）内への記載は不要と考える。 

→事務局と委員で修正案を検討 

委員 ・３ページの（２）に「これまでは就職退校を容認していたが」旨の記載があるが、記載の

趣旨（１年間訓練を受講し就職することを基本とする）を誤解なく伝わるような表現にし

た方が良いと思う。「容認」という言葉が気になる。 

・修正文案では、「何のために・・・」ということを追記した方が良いと思う。 

委員 ・自分も１年間きちっと訓練を受けた後に就職することが良いと思う。就職退校について他

県の校の状況を参考として教えて欲しい。 

・専門校の販売実務科で１年間訓練を受け、卒業（修了）したということが一つのステータ

スになることを期待する。 

→事務局と委員で修正案を検討 

委員 ・４ページの「３」の３つめの○に「県内の関係機関が開催する各種研修会への派遣」とあ

るが、（独）高齢・障害・求職者雇用支援機構では、職業訓練指導員等を対象とした全国規

模の研修会を各地で開催している。これらの研修会に専門校から参加されることを期待す

るので、文案を「県内」を「県内外」として、「県外」も追加して欲しい。 

→事務局と委員で修正案を検討 

委員 ・５ページの「７」について、タイトルは「フォロー」という言葉が使われているが、「定着

支援」という言葉とどのように違うのか。何か特段の意図があるのか。 

・説明文の下の方の２行について、「今後のフォローは・・・」と記載があるが、上の方の４

行に記載の現在行っている取組みを今後も継続するのかどうか、少しはっきりしない文案

となっているが…。 

事務局 ・「フォロー」については、修了生等の定着支援に加えてキャリア形成の支援ということを念

頭にフォローという言葉を使用したところ。 

・今後もこれまでの支援を継続することで考えている。また今後、関係機関の協力を得なが

ら支援することが重要と考えたためこのような文案としたもの。 

・委員の指摘を踏まえ、文案を再検討したい。 
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委員 ・（今の委員の意見に関連して）説明文の下の方の２行の「今後のフォローは・・・」につい

て、専門校による修了生への支援はノウハウ的な限界もあると思うので、修了後の支援は、

（修了後、一定期間経過後は）ノウハウを持つ関係機関に任せるという考え方も大事だと

思う。 

→事務局と委員で修正案を検討 

委員 ・「７」に関連し、５ページから６ページにかけての「９」指標の設定に関する追加提案であ

るが、今（の社会情勢において）は、就職させることは比較的簡単であり、就職後の定着

が困難であり、重要である。このため、修了生の定着率・定着状況について、何らかの形

で指標として設定することはどうかと考える。目標に向けて、取り組んでいくという流れ

を作るためにも。 

・指標を設定する場合は、障害者就業・生活支援センターなど、関係機関が設定しているも

のなども参考になると思う。 

（→今後、事務局で検討します。） 

委員 ・６ページの「販売実務科の充実に向けた取り組みの実行に向けて」について、この部分は

前向きな内容が記載されており、良いと思う。 

・２つ目の○に「高等技術専門校連携推進協議会」とあるが、この会議の委員はどのような

方なのか教えて欲しい。この会議で販売実務科をはじめ障がいのある方に対する就労支援

策についての議論等がなされるものと思うが、障がいのある方に対する就労支援に詳しい

方が入っておられるのかお聞きしたい。入っていないなら、入れていただくことを検討願

いたい。 

事務局 ・障がいのある方に対する就労支援に詳しい方の委員が少ないので、入っていただく方向で

検討します。 

委員 ・「高等技術専門校連携推進協議会」委員に企業の方は入っているのか。 

事務局 ・１つの企業（事業所）という形ではなく、例えば自動車の団体の代表の方という形で企業

の方に委員をお願いしているところ。 

委員 ・６ページの「障がいのある方に対する職業訓練施策全般について」の中に、国立校の周知

について記載があるが、周知策として具体的にどのようなことを考えているか。 

・また、販売実務科を含め、各訓練科を県民の方へ周知する際のパンフレット等を充実して

いくことは重要と思う。 

事務局 ・国立校の周知策を例示し説明。 

委員 ・最後の資料「販売実務科の入校対象者に関する委員意見（特記事項）」について、資料を見

ると、２つの意見が対立したかのような印象を受ける。例えば、意見イの「現行のとおり

知的障がい者のままとすることが良いと考える。」という表現を「知的障がい者を中心と

するままの・・・」といった表現に変更した方が良いと思う。 

→事務局と委員で修正案を検討 

委員 ・確認であるが。訓練生の通学に関して、入校前の自宅から距離等の面から通学が困難な方

は、グループホームを利用して通学することも可能か（認めているか）。 

事務局 ・もちろん可能。これまでも実際におられたところ。 

委員 ・最後の資料「販売実務科の入校対象者に関する委員意見（特記事項）」について、資料の中

には「県立校の施設内訓練科である販売実務科で就労移行支援事業所と同じようなことを

しても意義が少ないのではないか。」など、様々な意見が記載されている。これまでの部

会での議論なので、この資料に記載の内容を変えることは難しいと思うが、再度、自分の

考えを述べておきたい。 

・障がいのある方に対する就労支援は、障がいの種別では、知的障がいのある方よりも、精

神障がいのある方や発達障がいのある方への支援が比較的難しいと一般には言われてい

る。 
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・販売実務科では知的障がいのある方を対象としており、どちらかというと支援が難しい精

神障がいのある方や発達障がいのある方を対象とはしていないので、この面からも販売実

務科の存続の意義を考えていく必要があると思う。 

・販売実務科の意義については、官（県立校の施設内訓練科）と民という観点があると思っ

ており、県立高等技術専門校の訓練科として、県立校で、障がいのある方に対する職業訓

練を、精神障がい者等と比較して比較的支援がやり易い知的障がい者を対象として、官が

実施するのであれば、官で実施する必要性を明確にしておく必要がある、説明することが

求められる、と考える。 

 官がやるのであれば、「ニーズがあるが民では手を出しにくいから」、「民で提供してい

るが量が足りていないから」、「民で手広く提供しているが民では質の向上が不足してい

るから、官がモデル的にやって普及していく」といったことが、官が行う必要性、理由に

なると考える。しかし販売実務科は、この３つのどれに当たるのか、現状ではなかなか難

しい面があると思う。 

・このようなことを念頭に置き、今後の販売実務科を運営に当たることが重要と考えるし、

また、引き続き、科の意義について検討していくことが必要と思う。 

・ここで、一つ聞きたいのが、H2.4月の入校生の数はどうか。 

事務局 ・R2.4 月の入校生は現在も募集中（段階的に募集）であるが、現時点で決まっているのは 4

月入校の定員 13人に対して 1回目の募集で 6人が確定しているという状況。 

委員 ・入校生数は、過去に入校生が減少し H31 年度（R1 年度）は少し盛り返したという状況であ

ったと思う。販売実務科では、入校生が少ないから指導員を減らすということはないと思

うので、科を設置継続するのであれば指導員数に見合う訓練生を確保するということは重

要と思う。 

・以前の会議で発言したが、今後も入校生が少ない状況が続くのであれば、科の廃止も含め

て見直す必要があると思っており、時代の状況が今後も変わっていく中で、今後、科をど

のようにしていくのか（入校生の推移を見ながら）引き続き考えていくことが必要と考え

る。 

意見 

交換 

※ 知的障がいのある方と発達障がいのある方の捉え方について委員から質問があり、各委

員、事務局で意見交換等を行った。 

以上 

 

＜事務局から＞ 

 

○ 今日の会議を踏まえまして、事務局で資料の加筆修正を検討します。 

 

○ 検討作業の後、最終案を郵送するので確認等をお願いします。 
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